
	
 	
 

	
 

＜問題－Ⅲ 管理技術力問題＞   
 
 問題Ⅲ 
 
下記の（１）から（３）までの３問の中から１問を選択し、①及び②について、
１６００字以内で記述しなさい。解答用紙への記述にあたっては、必ず選択した
問題の番号を解答用紙の（ ）内に記入しなさい。 

 
 （１）倫理及びコンプライアンス 
   設問①、②について、次の６つの用語「独占禁止法」「官製談合防止法」「品
確法」「社内規範」「職業倫理」「技術者倫理」のなかから４つ以上を用いて
記述しなさい。用語は①、②の全体を通して（「①のみ」「②のみ」「①、②
併せて」のいずれも可）、４つ以上を用いていればよい。 
①建設コンサルタントが堅持すべき倫理項目とその概要 
②業務遂行上のコンプライアンス課題への対応のあり方 

 
	
 

  （２）社会インフラの維持管理 
設問①、②について、次の６つの用語「老朽化」「ライフサイクルコスト」
「予防保全」「点検・診断」「補修・更新」「長寿命化」のなかから４つ以上を
用いて記述しなさい。用語は①、②の全体を通して（「①のみ」「②のみ」「①、
②併せて」のいずれも可）、４つ以上を用いていればよい。 
①日本の社会インフラの現状と課題 
②日本の社会インフラの維持管理のあり方 

	
 

	
 

 （３）建設コンサルタント業務の発注方式 
	
   設問①、②について、次の６つの用語「プロポーザル方式」「総合評価落
札方式」「価格競争方式」「品確法」「低価格入札」「調査基準価格」のなかか
ら４つ以上を用いて記述しなさい。用語は①、②の全体を通して（「①のみ」
「②のみ」「①、②併せて」のいずれも可）、４つ以上を用いていればよい。 

   ①現在の発注方式の概要と課題 
   ②これからの発注方式のあり方 
 
	
 


